
外壁面への日照分布

①南と西を連結/独立させるセパレータ【開】 ②③ダブルスキン頂部開口部【開】

関 東 学 院 大 学 建 築 ・ 環 境 棟 ( 5 号 館 )

運用開始3年目(2016.10～2017.9)
の 一 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 は 、
422MJ/m2･年であり、参照値*に対し
て65％削減している。また、継続して
前年よりも低減しており、運用の最適
化及び利用者の継続的な省エネ行動に
より低炭素建築を実現している。再生
可能エネルギーを除いた削減率は57%
であり、 “ZEB-Ready“を達成した。

関東学院大学建築・環境棟（5号館）は、建築・環境学部にお
ける教育と研究の拠点として計画・設計された。講義、設計や技
術の演習、維持管理等の実習を通じて建築・環境教育の学修を行
うことを意図した建築であり、意匠・構造・設備が一体となった
建築を実現している。学生が建築・環境棟に滞在し、利用するこ
とで自ずと建築・環境学を学ぶことができる生きた学修教材を目
指している。現しの天井から構造や設備の実物を目にし、環境の
快適性を学ぶことができる。
機械による空調設備が当たり前となった現代において、建築・

環境棟は、開閉可能なダブルスキン、ルーバーなどのフィルター
を重ね、季節や時刻に応じてそれらを開けたり、閉じたり、切り
替えたりすることで室内環境を調整している。それらの機構はす
べて手動であり、学生が自らセンサーとなって、環境調整装置を
操作し、環境に応答する。講義を受動的に聴講するだけでなく、
建築物を構成する各要素を能動的に動かし、学ぶことができる教
育施設となっている。

敷地ポテンシャルを読み、応答する環境デザイン
外装計画にあたり、“逆日影図”を作成し、建築・環境棟の各面での日照ポテンシャルを把握

した。周囲の建物、方位による条件から面毎に異なるポテンシャルをヒントに、環境応答性を
考慮し、建物の象徴となるファサードデザインが行なわれている。
【南面】

日照時間が長く熱的駆動力が期待できる西側をダブルスキン、前面建物の影響を受ける
東側は、可動水平ルーバーとした。

【西面】
年間通じて安定した日照を得られるため、ダブルスキンとし、季節ごとに様々な換気動力
や採熱壁として利用する。

【北面】
夏期に高度の低い西日を受けるため垂直ルーバーとし、その角度は入射角により決定した。

本計画のダブルスキンは、次の3つの特徴を持つ。①南、西の二方位に面し連結されたL型の
平面形、②夏期、冬期ともに給排気経路として利用、③中間期は経路を分節した自然換気装置
として利用。様々な環境調整機構は、敢えて自動制御とはせず、学生が手動で操作する。季節
の変わり目に、学び舎の衣替えを行うように学生が調整し、建築・環境棟が季節ごとの表情を
見せる。熱負荷抑制や自然換気の手法とその効果を体感し、学修することを狙いとしている。

「建築・環境学」を学ぶ生きた学修教材

南面と西面を連結させ夕方まで集熱する。ダブルスキン頂部開
口部を開け、キャビティ内を通風し、熱負荷を抑制する。ブライ
ンドや可動ルーバーを閉じ、日射を遮蔽する。

建築・環境棟は、建築・学部利用の空間、全学利用の空間と多様なアクティビティがコンパク
トに集約された施設である。それぞれの学びの場には室内環境、空間意匠、運用・維持管理面に
おいて特徴があり、空調システムの設計においては、それらと結びつけることで最適化を図った。

カリキュラムに適した空間構成と空調システム

*DECCデータより、2006～2008年度
2000m2以上の関東地域大学・専門学校の平均
1,203MJ/m2・年

エネルギー消費実績～ZEB Readyを達成

⑤西面換気窓【開】

人がセンサーとなって
環境と応答するデザイン
・クライメイトカレンダー
・マルチモードダブルスキン
＋可動ルーバー(手動)

・継続コミッショニング

建物各部での環境の違いに
応答し活用するデザイン
・周辺建物影響を
反映した分析

・日射、風環境分析
・地熱（地質）分析

キャンパスの景観・活動に応答するデザイン
・工学系校舎の集まるキャンパスウエストの景観に調和
・全学/学部利用、講義/演習など多様な活動でキャンパスのハブとなる

環境

キャンパス 学生・活動

アウタースキン開口を開けて外気を室内に取り入れ、2つのルー
トで自然換気を行う。ブラインドや可動ルーバーは日射に応じて
スラット角度を調整する。

南面と西面を連結させ採熱する。下部を除いてダブルスキンに
面する開口を全て閉じて断熱性能を高めると共に、暖気を回収し
外気予熱を行う。可動ルーバーは水平にし、日射を取り込む。

北西外観北面垂直ルーバー

④アウタースキン自然換気用開口と欄間【開】 ⑥居室用外気の給排気口【給気】⑦多目的ホール外気予熱 ⑧可動ルーバー【調整】

関東学院大学建築・環境学部 株式会社日本設計

The building of Architecture and Environment Design, Kanto Gakuin University, is designed as a hub for the college of
Architecture and Environmental Design. Students can gain knowledge about design, construction, environment and facilities in
this state-of-the-art sustainable building, which is in and of itself educational material as the facilities are open for all to see.

This building has many sustainable features such as double-skinned façade, movable louvers, air-conditioning systems. These
are not automatic systems but manually. Students operate these devices and control studying environment by themselves.

クライメイトカレンダー

～敷地の気象条件とキャンパスアクティビティを重ね合わせ～

第16回環境・設備デザイン賞
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建築概要
所 在 地
建築面積
延床面積
階 数
構 造
竣 工

／神奈川県横浜市金沢区
／846.34 m2

／3,750.24 m2

／地上5階、塔屋1階
／S造、RC造、SRC造
／2014年6月

環境・設備デザインの評価

自然換気運用時の温度変動(2016年)

室温とダブルスキンガラス表面温度の推移(夏期代表日) 非空調時の室温等の推移(冬期代表日)
マルチモードダブルスキンの詳細な性

能検証を行った。その結果、 高い日射遮
蔽性能と断熱性能を有し、窓廻り放射環
境も含め、夏期・冬期の室内環境向上に
寄与していることが確認された。また、
中間期もアウタースキン開口と排気を西
側ダブルスキンに特化することで外気同
等の温度で自然換気(外気導入)できており、
最大でも26℃以下となっていた。冬期は、
MDSによって導入外気が室温以上であり、
MDSに面する4階学生演習室では暖房空調
なしでも快適な環境が保たれていた。

＜1年次＞ ＜2年次＞ ＜3年次＞ ＜4年次＞
アクティブ+パッシブ
融合設計( スタジオ )

環境シミュレーション

ゼミナール

卒業研究

・多目的ホール：置換換気，西側ダブルスキン採熱 ・学生ラウンジ：地中熱利用，放射空調

製図室
・GHP空調 ・シーリングファン
・縦型ルーバー ・ハイサイドライド
・LED照明

理工学概論
建築・環境設備基礎

環境設備計画

スタジオ 学生演習室

建築・環境学
学び(科目)の流れ

使用スペースと
環境・設備技術
の活用

熱・空気・光・音・水
環境・設備要素

≪環境・設備意識の高揚へ≫

建築・環境
デザインスタジオ

環境リニューアル

△ △ △ △ △

・天井放射空調

・マルチモードダブルスキン
・全熱交換システム
・自然換気

△：意識アンケート調査 ：スペース使用（建築・環境学部生） ：スペース使用（全学共用）

建
築
・
環
境
学
部
生

(

3
～
5
階)

全
学
共
用

(

1
～
2
階)

電気設備

＜WEBサイトURL＞
学部TOP：http://arch-env.kanto-gakuin.ac.jp/
※授業の様子をブログ形式で紹介

研究活動の拠点。天井現しで設備・構造を見える化。

個別運転に適したパッケージ空調方式
＋全熱交換換気としている。マルチモー
ドダブルスキンを活用し、外気導入経路
を冷/暖房時に切替えることで、省エネ
を図っている。中間期は、廊下に面する
欄間を開け放ち、自然換気を行う。

学生演習室

学部の要となるデザイン教育の場。静穏で快適な環境。3階 スタジオ

放射空調を採用し、天井放射＋調湿
外気処理により静穏で快適な環境を実
現している。空調システム自体が天井
意匠であり、おのずと空間意匠と機能、
室内環境が関連付けられ、体験する。

スタジオ

全学で多目的利用。収納式座席に合わせ吹出し切替。

床吹出し空調を採用し、座席の状態
に合わせて、床面のみ／一部壁面と吹
出し位置を切替可能としている。暖房
時は、マルチモードダブルスキンによ
り外気を予熱して導入し、大空間の外
気負荷削減を図っている。

多目的ホール

製図室 学部の基礎講座に利用。意匠・構造・設備が一体化。

軽量鉄骨天井にあわせ壁ダクト吹き空
調を採用。高天井による熱溜まり防止策
として、シーリングファンにて環境向上
を図る。大量外気は熱回収外調機にて処
理し、エネルギー消費量を削減している。

製図室

夏 春秋 冬
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”逆日影図”や風況分析により、そのかたち、素材が方位別に導かれ、ガラスとルーバーで構成されるファサードは、キャンパスウ
エストのシンボルとして景観的な要を形成している。
向かいに立つ設工研と呼応し、キャンパスウエストの景観と調和している。熱負荷抑制のための外装材、環境調整装置が建
築デザインそのものを構成している。
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□特に重
視したデ
ザインの
視点

☆

各種環境調整装置や、空調システムの切替装置はシンプルな機構とし、手動操作で学生自らがどのようなアクションが起きる
かを考えながら容易に動かせるようにデザインしている。

二方位に面し、季節により開口部や日射遮蔽機構を調整するダブルスキンは、高い日射遮蔽性能と断熱性能を有する。ま
た、中間期にはダブルスキンを通じた自然換気により室内を快適に保つ。これらの性能は、竣工後に確認している。
各室の空間特性、利用特性を分析して構築した室ごとに異なる空調システムは、何れも効率性に優れる。“適材適所”の空
調システムを適切に動かすことにより、省エネルギーに大きく貢献している。

東日本大震災により被害を受けた旧館の建替えであり、耐震性・災害時安全性に十分配慮している。また、大きな開口部に
は開口制限を設けるなど、学生の安全に配慮している。

□自己評価欄
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2ファサード全てをダブルスキンとするわけではなく、本当に必要な部分のみに限定するなど、限られた予算の中で、デザイン意図
を実現するための取捨選択を行い、削ぎ落とされた無駄のないデザインとしている。
熱負荷を抑制する外装システム、自然換気システムや太陽光発電設備などパッシブ手法を多く用い、ランニングコスト低減を
実現している。また、高効率、省資源の機器、器具を採用し、ランニングコストに配慮している。

○

○

緻密な敷地環境と建築・環境棟で行われるアクティビティの分析により、環境・設備と建築が一体となったデザインは、高い完
成度を有している。

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

マルチモードダブルスキンは、従来にはない考え方で、先導性を有する。また、教育施設にそれを計画したことにより、普及効果
と教育効果の双方
建築・環境棟で採用した各種の環境・設備技術、熱負荷抑制装置、空調システムにより、類似施設の参照値比べ、一次エ
ネルギー消費量を65%削減した。これはZEB-Readyに相当し、地球環境への負荷を抑制した建築物である。

屋根面に太陽光パネルを設置し、再生可能エネルギーを用いて発電を行い、自家消費している。

計画地は、住宅地にも近いことから、屋外設置機器を最小限にした。屋外機器の配置は住宅から極力、離れた場所となるよ
う考慮し、騒音・振動に配慮している。
建築・環境棟は、建築・環境学を学ぶ学生にとって生きた学修教材となるよう設計・デザインしている。採り入れたデザインは、
その理由がわかりやすくかたちに現れており、万人に受け入れられるものである。、
“生きた学修教材”という一貫したコンセプトの下、3,500m2という小・中規模建築物であっても、種々の工夫により、機能
面、経済面、デザイン面において社会に影響力のある建築物が成り立つことを提案している。

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述し
てください。）

☆

18維持管理

☆

□評価項目

06機能性

☆

☆ ダブルスキンは、方位別であり、熱排気及びそのための空気流入以外の開口部をもたないことが従前であるのに対し、本計画
では、二方位をつなぎ、中間期には自然換気経路ともなるL型のマルチモードダブルスキンである。
建築・環境棟の単純明快なデザインは、学生に「なぜ？」「どうして？」の気づきを与えている。学ぶ環境を自ら適切に調整し、
快適な環境をつくりだしてほしいと各種環境調整装置は手動とした、
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☆

十分なメンテナンススペースの確保等により、維持管理が容易となる計画としている。設計段階から建物維持管理者がプロ
ジェクトに参画し、意見を聞きながら計画をしている。
学校という施設特性を踏まえ、汎用機器の採用、耐久性に優れた内装材や設備材料、機器の採用等により、耐久性に配慮
している。

ランニングコスト低減に配慮し、また、耐久性の高い施設とすることで、LCC低減に努めている。

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆

年間一次エネルギー消費量の推移
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平均日射熱取得率：ブラインド閉0.03、ブラインド開0.1 熱貫流率1.13W/ｍ2・K

天井吹出し空調

天井放射空調

床吹出し空調

PAC空調

空間規模

天井高

利用変動

快適性

利用時間

象徴性

空間規模

天井高

利用変動

快適性

利用時間

象徴性

空間規模

天井高

利用変動

快適性
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象徴性

空間規模

天井高

利用変動

快適性

利用時間

象徴性

空間規模

天井高

利用変動

快適性

利用時間

象徴性

対象範囲：17～24℃ 上限温度 24℃ 下限温度 17℃ 日照時間帯 日没時間帯

春分 夏至 秋分 冬至
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

7 時 3.4 4.1 7.3 12.5 16.9 20.8 24.2 25.3 22.2 16.3 10.9 6.0
8 時 3.9 4.9 8.2 13.5 17.8 21.6 25.0 26.2 23.0 17.2 11.6 6.5
9 時 5.1 6.0 9.3 14.7 18.7 22.3 25.8 27.0 23.9 18.2 12.8 7.7
10 時 6.3 7.2 10.4 15.6 19.4 23.0 26.4 27.7 24.6 19.1 13.9 8.9
11 時 7.3 8.2 11.3 16.5 20.1 23.6 27.1 28.5 25.2 19.8 14.8 10.0
12 時 8.1 8.9 12.1 17.1 20.6 24.1 27.6 29.0 25.6 20.3 15.5 10.6
13 時 8.6 9.3 12.4 17.5 20.9 24.4 27.9 29.4 25.9 20.6 15.8 11.0
14 時 8.8 9.6 12.7 17.7 21.0 24.4 27.9 29.5 25.9 20.7 15.9 11.1
15 時 8.7 9.6 12.8 17.5 20.9 24.3 27.7 29.2 25.7 20.5 15.8 11.0
16 時 8.2 9.3 12.5 17.1 20.5 23.9 27.4 28.7 25.3 20.1 15.3 10.4
17 時 7.5 8.7 11.8 16.4 19.8 23.4 26.9 28.0 24.6 19.4 14.6 9.7
18 時 7.0 8.1 11.0 15.5 19.1 22.8 26.1 27.2 24.0 18.9 14.3 9.3
19 時 6.6 7.7 10.6 14.9 18.4 22.1 25.4 26.5 23.6 18.6 14.0 9.0
20 時 6.2 7.3 10.1 14.6 18.0 21.7 25.0 26.2 23.3 18.3 13.7 8.7
21 時 5.9 6.9 9.8 14.2 17.7 21.4 24.6 25.9 23.0 18.0 13.3 8.3
22 時 5.5 6.5 9.4 13.9 17.5 21.1 24.4 25.7 22.8 17.8 13.0 8.0

53 54 60 65 70 78 78 76 76 71 64 56
59 68 141 144 152 190 169 165 234 206 107 55

南中高度（°）   34   43   53   66   74   78   75   67   56   44   35   31

日照時間（h） 186 164 160 175 177 132 163 206 131 141 149 180

横浜
（2001-2010）

六浦
（2011）

日射遮蔽
日射取得
自然換気

冷房
暖房空調

月

気温

湿度（％）
降雨量（ｍｍ）

日照

風況

自然換気

パッシブ手法
光

風
アクティブ手法

講
義
利
用

研
究
利
用

春学期 秋学期秋学期 春季休業 夏季休業

4～6月、10月は快適な外気を積極的に取り込

日射の遮蔽により室内温度の上昇を防ぐ

11～1月は高度の低い
日射をとりこみ、

【南】
ダブルスキン
＋可動水平ルーバー【西】

ダブルスキン

【北】
垂直ルーバー

【東】
開口部なし

敷地ポテンシャルの分析と面毎のファサードデザイン


	スライド番号 1

